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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のノードに対するリンクデータ伝送のための方法であって、
　現在ノードでソースノードからの伝送対象データを受信し、
　前記現在ノードが、少なくとも１つの子ノードを有する場合に、
　　前記伝送対象データを伝送する子ノードを決定し、前記現在ノードと、前記現在ノー
ドと通信できる前記複数のノードとの間に１つのデータパスのみを確立し、前記決定され
た子ノードは前記現在ノードと通信できる前記複数のノードの内の最初のノードであり、
　　前記決定された子ノードに対して前記伝送対象データを送信することであって、１つ
以上の子ノードが前記現在ノードと通信できる場合に、前記決定された子ノードに対して
のみ前記伝送対象データを送信し、
　前記現在ノードが、前記伝送対象データを取得していない少なくとも１つの兄弟ノード
を有する場合に、後続兄弟ノードに対して前記伝送対象データを送信し、前記後続兄弟ノ
ードは前記現在ノードの親ノードに登録されているノードを含み、前記後続兄弟ノードは
前記現在ノードの後に前記親ノードに登録された次のノードであり、前記伝送対象データ
を取得していない、
ことを備える、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、さらに、前記現在ノードによって、データ受信速度を
制御することを備える、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、さらに、前記現在ノードによって、前記決定された子
ノードへのデータ送信速度を制御することを備える、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、さらに、前記現在ノードによって、前記後続兄弟ノー
ドへのデータ送信速度を制御することを備える、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、さらに、前記現在ノードが前記伝送対象データを送る
宛先ノードを後続現在ノードとして設定し、前記後続現在ノードで前記伝送対象データを
受信すること、を備える、方法。
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【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、前記現在ノードは単一の親ノードを有する、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、前記現在ノードは、前記親ノードに登録情報を定期的
に送信することによって前記親ノードとの接続を維持する、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、さらに、前記受信した伝送対象データが完全であるか
否かを確認し、完全でない場合に、前記データの欠損部分の再送信を前記ソースノードに
要求すること、を備える、方法。
【請求項９】
　複数のノードに対するリンクデータ伝送のためのシステムであって、
　現在ノードでソースノードから伝送対象データを受信し、前記データを前記現在ノード
から送信するよう構成されたインターフェースと、
　前記インターフェースに接続され、前記現在ノードが、少なくとも１つの子ノードを有
するか否か、および、前記現在ノードが、伝送対象の前記データを取得していない少なく
とも１つの兄弟ノードを有するか否かを決定するよう構成されたプロセッサと、
を備え、前記プロセッサはさらに、
　前記現在ノードが、少なくとも１つの子ノードを有する場合に、前記伝送対象データを
伝送する子ノードを決定し、前記現在ノードと、前記現在ノードと通信できる複数のノー
ドとの間に１つのデータパスのみを確立するように構成され、前記決定された子ノードは
前記現在ノードと通信できる複数のノードの内の最初のノードであり、
　前記データを前記決定された子ノードに送信することであって、１つ以上の子ノードが
前記現在ノードと通信できる場合に、前記決定された子ノードに対してのみ前記伝送対象
データを送信するように構成され、
　前記現在ノードが、前記伝送対象データを取得していない少なくとも１つの兄弟ノード
を有する場合に、後続兄弟ノードに対して前記データを送信するように構成され、前記後
続兄弟ノードは前記現在ノードの親ノードに登録されているノードを含み、前記後続兄弟
ノードは前記現在ノードの後に前記親ノードに登録された次のノードであり、前記伝送対
象データを取得していない、システム。
【請求項１０】
　リンクデータ伝送のためのシステムであって、
　インターフェースおよびプロセッサを備えるデータソースノードと、
　インターフェースおよびプロセッサを備える複数のデータ宛先ノードと、
を備え、
　前記データソースノードと前記複数の宛先ノードとの間に、ツリー接続が確立され、
　　少なくとも１つのデータ宛先ノードは、前記データソースノードの子ノードであり、
　　前記データソースノードは、一度に１つの子ノードに対してのみ伝送対象データを送
信するよう構成され、
　　前記少なくとも１つのデータ宛先ノードは、
　　　伝送対象の前記データを受信し、
　　　前記少なくとも１つのデータ宛先ノードが、少なくとも１つの子ノードを有する場
合に、
　　　　前記データを伝送する子ノードを決定し、前記現在ノードと、前記現在ノードと
通信できる複数の子ノードとの間に１つのデータパスのみを確立するように構成され、前
記決定された子ノードは前記少なくとも１つのデータ宛先ノードと通信できる複数のノー
ドの内の最初のノードであり、
　　　　前記決定された子ノードに対して前記受信したデータを送信するように構成され
、１つ以上の子ノードが前記データ宛先ノードと通信できる場合、前記受信したデータを
前記決定された子ノードに対してのみ送信するように構成され、
　　前記少なくとも１つのデータ宛先ノードが、前記伝送対象のデータを取得していない
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少なくとも１つの兄弟ノードを有する場合に、
　　　後続兄弟ノードに対して前記受信した伝送対象のデータを送信するように構成され
、前記後続兄弟ノードは前記少なくとも１つのデータ宛先ノードの親ノードに登録されて
いるノードを含み、前記後続兄弟ノードは前記少なくとも１つのデータ宛先ノードの後に
前記少なくとも１つのデータ宛先ノードの前記親ノードに登録された次のノードである、
システム。
【請求項１１】
　請求項１に記載の方法であって、前記決定された子ノードが故障するまで、他の子ノー
ドが前記現在ノードに登録しても、前記決定された子ノードは前記決定された子ノードと
して残る、方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、前記決定された子ノードが故障した場合、前記決定
された子ノードは前決定された子ノードとなり、
　前記方法はさらに、前記前決定された子ノードの後に前記現在ノードに接続する次のノ
ードを備える新たな子ノードを決定する、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　上述の実施形態は、理解し易いように詳細に説明されているが、本発明は、提供された
詳細事項に限定されるものではない。本発明を実施する多くの代替方法が存在する。開示
された実施形態は、例示であり、限定を意図するものではない。
　適用例１：複数のノードに対するリンクデータ伝送のための方法であって、前記複数の
ノードの間にツリー接続を確立し、現在ノードで伝送対象データを受信し、前記伝送対象
データを受信した前記現在ノードが、少なくとも１つの子ノードを有する場合に、前記現
在ノードによって前記少なくとも１つの子ノードの内の１つに対して前記伝送対象データ
を送信し、前記伝送対象データを受信した前記現在ノードが、前記伝送対象データを取得
していない少なくとも１つの兄弟ノードを有する場合に、前記現在ノードによって前記少
なくとも１つの兄弟ノードの内の１つに対して前記伝送対象データを送信すること、
を備える、方法。
　適用例２：適用例１に記載の方法であって、さらに、前記現在ノードによって、データ
受信速度を制御することを備える、方法。
　適用例３：適用例１に記載の方法であって、さらに、前記現在ノードによって、前記少
なくとも１つの子ノードへのデータ送信速度を制御することを備える、方法。
　適用例４：適用例１に記載の方法であって、さらに、前記現在ノードによって、前記少
なくとも１つの兄弟ノードへのデータ送信速度を制御することを備える、方法。
　適用例５：適用例１に記載の方法であって、さらに、前記現在ノードが前記伝送対象デ
ータを送る宛先ノードを現在ノードとして設定し、該現在ノードで前記伝送対象データを
受信すること、を備える、方法。
　適用例６：適用例１に記載の方法であって、前記現在ノードによって前記伝送対象デー
タを前記少なくとも１つの子ノードの内の１つに送信することは、前記現在ノードと接続
を確立した最初の子ノードに前記伝送対象データを送信することを備え、前記伝送対象デ
ータを前記少なくとも１つの兄弟ノードの内の１つに送信する工程は、前記現在ノードの
後に前記現在ノードの親ノードとの接続を確立した最初のノードであるノードに前記伝送
対象データを送信する工程を備える、方法。
　適用例７：適用例１に記載の方法であって、複数のノードの間にツリー接続を確立する
ことは、単一のネットワークに配置された前記複数のノードを単一の親ノードに接続する
ことを備える、方法。
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　適用例８：適用例１に記載の方法であって、子ノードが、親ノードに登録情報を定期的
に送信することによって前記親ノードとの接続を維持する、方法。
　適用例９：適用例１に記載の方法であって、現在ノードで伝送対象データを受信するこ
とは、データ送信ノードから送信された前記伝送対象データを前記現在ノードによって受
信することを備え、前記方法は、さらに、前記受信した伝送対象データが完全であるか否
かを前記現在ノードによって確認し、完全でない場合に、前記データの欠損部分の再送信
を前記データ送信ノードに要求すること、を備える、方法。
　適用例１０：リンクデータ伝送ノードであって、ソースノードから伝送されたデータを
受信するよう構成されたインターフェースと、前記インターフェースに接続され、前記リ
ンクデータ伝送ノードが、少なくとも１つの子ノードを有するか否か、および、前記リン
クデータ伝送ノードが、伝送対象の前記データを取得していない少なくとも１つの兄弟ノ
ードを有するか否かを決定するよう構成されたプロセッサと、を備え、前記リンクデータ
伝送ノードが、少なくとも１つの子ノードを有する場合に、前記インターフェースは、さ
らに、前記データを前記少なくとも１つの子ノードの内の１つに送信するよう構成され、
　前記リンクデータ伝送ノードが、伝送対象の前記データを取得していない少なくとも１
つの兄弟ノードを有する場合に、前記インターフェースは、さらに、現在ノードによって
前記少なくとも１つの兄弟ノードの内の１つに対して伝送対象の前記データを送信するよ
う構成される、リンクデータ伝送ノード。
　適用例１１：リンクデータ伝送のためのシステムであって、データソースノードと、　
複数の宛先ノードと、を備え、前記データソースノードと前記複数の宛先ノードとの間に
、ツリー接続が確立され、少なくとも１つのデータ宛先ノードは、前記データソースノー
ドの子ノードであり、前記データソースノードは、伝送対象のデータを前記データソース
ノードの子ノードに送信するよう構成され、前記少なくとも１つのデータ宛先ノードの各
々は、伝送対象の前記データを受信し、前記少なくとも１つのデータ宛先ノードが、少な
くとも１つの自身の子ノードを有する場合に、前記少なくとも１つの自身の子ノードの内
の１つに対して前記受信したデータを送信し、前記少なくとも１つのデータ宛先ノードが
、伝送対象の前記データを取得していない少なくとも１つの兄弟ノードを有する場合に、
前記少なくとも１つの兄弟ノードの内の１つに対して前記受信したデータを送信するよう
構成される、システム。
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